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14.6

14.6

67.0

69.6

6.3

5.9

2.77.6

6.9 1.7

1.8

1.3

平成25年度(1,270)

平成23年度( 815)

単位：％

ｎ 無回答

分からない

その他
介護サービス量が充実しなくても、

介護保険料額は低い方がよい

介護保険料額も介護サービス量も、
バランスが良い方がよい

介護保険料額が多少高くても、
介護サービス量が充実している方がよい

介護保険料額が
多少高くても、

介護サービス量が
充実している方がよい

14.6%

無回答
2.7%分からない

6.3%

介護サービス量が
充実しなくても、
介護保険料額は
低い方がよい

7.6%

その他
1.8%

介護保険料額も
介護サービス量も、

バランスが
良い方がよい

67.0%
ｎ=1,270

４ 福祉・人権

（１）介護保険料の金額設定（Ａ：問９）

問．介護保険制度の介護保険料の額は、見込まれる介護サービスの総量によって決まる仕

組となっています。介護保険料額と介護サービス量のバランスについて、どう考えますか。

（対象年齢でない方は、対象者になることを想定して回答してください。）（１つだけ）

図４－１－１ 介護保険料の金額設定

【全体】

介護保険料の金額設定について聴いたところ、「介護保険料額も介護サービス量も、バランスが

良い方がよい」（67.0％）が全体の約３分の２を占め最も高くなっている。次いで、「介護保険料

額が多少高くても、介護サービス量が充実している方がよい」（14.6％）、「介護サービス量が充

実しなくても、介護保険料額は低い方がよい」（7.6％）となっている。

【経年変化】

前回調査との比較では、大きな変化は見られない。

図４－１－２ 介護保険料の金額設定－経年変化
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14.6

16.5

13.3

0.0

13.0

8.6

18.8

19.4

12.3

12.1

27.6

67.0

63.5

69.9

73.3

73.0

72.4

66.5

65.6

69.4

62.1

53.9

7.6

6.6

6.5

1.8

1.4

2.2

1.0

2.7

6.3

6.7

5.7

20.0

10.0

8.1

5.2

7.9

3.9

2.7

3.1

2.3

6.7

1.0

1.6

2.6

0.5

3.2

3.2

7.9

5.4

5.8

2.0

0.0

9.0

14.2

5.3

8.8

1.9

3.8

1.0

0.0

0.5

1.3

4.2

5.4

全体(1,270)

男性(556)

女性(685)

20歳未満( 15)

20～29歳(100)

30～39歳(185)

40～49歳(191)

50～59歳(186)

60～69歳(310)

70～79歳(190)

80歳以上( 76)

単位：％

介護保険料額が多少高くても、
介護サービス量が充実している方がよい

介護保険料額も介護サービス量も、
バランスが良い方がよい

介護サービス量が充実しなくても、
介護保険料額は低い方がよい

その他

分からない

無回答ｎ

【属性別】

性別で見ると、女性では「介護保険料額も介護サービス量も、バランスが良い方がよい」

（69.9％）が男性よりも 6.4 ポイント高くなっている。

年齢別で見ると、39 歳以下では「介護保険料額も介護サービス量も、バランスが良い方がよ

い」との回答が７割を超えて高くなっている一方、70～79 歳では「介護サービス量が充実しな

くても、介護保険料額は低い方がよい」（14.2％）との回答が高く、80 歳以上（27.6％）では

「介護保険料額が多少高くても、介護サービス量が充実している方がよい」との回答が高くなっ

ている。

図４－１－３ 介護保険料の金額設定－性別、年齢別
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11.3

13.3

17.0

18.5

18.0

22.7

20.8

18.7

32.1

33.6

22.8

16.2

16.5

10.4

6.9

9.0

10.4

5.4

4.5

3.0

2.5

36.4

33.6 16.2

平成25年度(1,270)

平成23年度( 815)

平成21年度(1,608)

平成19年度(1,500)

単位：％

ｎ 無回答その他

従来型住宅での子どもの世帯との同居

高齢者専用共同住宅への入居子どもの世帯との二世帯住宅

子どもの世帯とは別居

無回答
5.4%

その他
（例えば有料老人
ホームへの入所）

10.4%

高齢者専用共同住宅
への入居
22.8%

子どもの世帯とは
別居
32.1%

子どもの世帯との
二世帯住宅

18.0%

従来型住宅での
子どもの世帯との

同居
11.3%

ｎ=1,270

（２）高齢時の居住形態（Ａ：問 10）

問．あなた自身が高齢になった場合、どのような居住形態を望んでいますか。（現在 65 歳

以上の方は、どのような居住形態を望んでいますか。）（１つだけ）

図４－２－１ 高齢時の居住形態

【全体】

高齢者の居住形態について聴いたところ、「子どもの世帯とは別居」（32.1％）が３割を超えて

最も高くなっている。次いで、「高齢者専用共同住宅への入居」（22.8％）、「子どもの世帯との二

世帯住宅」（18.0％）となっている。

【経年変化】

経年による変化を見ると「従来型住宅での子どもの世帯との同居」が減少傾向にある。一方で、

前回との比較では「高齢者専用共同住宅への入居」（22.8％）が、6.6 ポイント増加している。

図４－２－２ 高齢時の居住形態－経年変化
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11.3

13.1

9.6

40.0

8.0

5.9

7.3

7.5

11.0

20.0

21.1

18.0

19.4

17.2

13.3

22.0

20.0

18.3

16.7

16.8

20.0

14.5

32.1

34.7

40.5

22.8

21.2

23.6

18.0

19.5

10.4

12.9

8.5

0.0

4.0

10.3

12.6

7.4

17.1

5.4

4.1

6.3

3.0

3.8

2.6

4.3

7.7

7.4

7.9

29.1

14.5

26.3

31.9

46.7

45.0

30.9

30.6

25.0

18.9

0.0

28.3

30.6

20.3

10.2

12.3

0.0

全体(1,270)

男性(556)

女性(685)

20歳未満( 15)

20～29歳(100)

30～39歳(185)

40～49歳(191)

50～59歳(186)

60～69歳(310)

70～79歳(190)

80歳以上( 76)

単位：％

子どもの世帯とは別居

子どもの世帯との二世帯住宅 高齢者専用共同住宅への入居

従来型住宅での子どもの世帯との同居

その他 無回答
ｎ

【属性別】

性別で見ると、女性では「子どもの世帯とは別居」（34.7％）が男性よりも 5.6 ポイント高く

なっている。

年齢別で見ると、70 歳以上では「従来型住宅での子どもの世帯との同居」が２割を超えて全

体より高くなっている。また、39 歳以下では「子どもの世帯とは別居」との回答が４割を超え

ている。40～59 歳では「高齢者専用共同住宅への入居」の回答が３割前後と全体より高くなっ

ている。

図４－２－３ 高齢時の居住形態－性別、年齢別
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21.3 %

17.9 %

10.2 %

8.8 %

8.6 %

7.4 %

5.3 %

7.5 %

21.3 %

25.2 %

36.5 %

37.8 %

44.6 %

49.7 %

49.9 %

56.7 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

延長保育、休日保育など、保育サー
ビスの充実

幼稚園の預かり保育（教育時間外・
長期休業保育）の充実

子ども医療費助成制度の充実

産前産後における育児や家事などの
支援の充実

放課後児童クラブ（留守家庭児童ク
ラブ）の充実

事業主等への仕事と育児の両立支援
に関する意識啓発

健康相談などを通じた母親や乳幼児
の健康の確保

父親の育児参加に関する意識啓発

子育て相談体制の充実

親のリフレッシュの場や機会の提供

子育て支援センター「もみじの手」
の充実

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ（会員相互による
育児の援助活動）の充実

子育てサークル、自主グループ、
ＮＰＯ等の育成

サロン（児童館等における子育て支
援活動）の充実

その他

無回答

ｎ=1,270

（３）子どもを産み育てられる環境（Ａ：問 12）

問．安心して子どもを産み育てられる環境を整える施策について、必要だと思うことは何

ですか。（５つまで）

図４－３－１ 子どもを産み育てられる環境

【全体】

子どもを産み育てられる環境について聴いたところ、「延長保育、休日保育など、保育サービス

の充実」（56.7％）が半数以上で最も高くなっている。次いで、「幼稚園の預かり保育（教育時間

外・長期休業保育）の充実」（49.9％）、「子ども医療費助成制度の充実」（49.7％）となってい

る。
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【経年変化】

経年変化は参考に記載するものとする。

表４－３－１ 子どもを産み育てられる環境－経年変化

順

位

平成 25 年度

（n=1,270）

平成 23 年度

（n=815）

平成 21 年調査

（n=1,608）

平成 19 年調査

（n=1,500）

1

延長保育、

休日保育など、

保育サービスの充実

56.7

延長保育、

休日保育など、

保育サービスの充実

67.4

延長保育、

休日保育など、

保育サービスの充実

64.6 小児医療の充実 38.7

2

幼稚園の預かり保育

（教育時間外・長期

休業保育）の充実

49.9

小児医療

（子ども医療費の

助成等）の充実

49.0

小児医療体制

（小児救急医療

などの整備）の充実

59.6

子どもが安心して

外出できる

環境の整備

37.7

3
子ども医療費の

助成等の充実
49.7

幼稚園の預かり保育

（教育時間外・長期

休業保育）の充実

42.2

事業主等への仕事と

育児の両立支援に

関する意識啓発

41.0 保育サービスの充実 35.1

4

産前産後における

育児や家事などの

支援の充実

44.6

事業主等への仕事と

育児の両立支援に

関する意識啓発

40.0

放課後児童クラブ

（留守家庭児童

クラブ）の充実

35.6
安心・安全の

まちづくりの推進
33.3

5

放課後児童クラブ

（留守家庭児童

クラブ）の充実

37.8

放課後児童クラブ

（留守家庭児童

クラブ）の充実

32.9

健康相談などを

通じた母親や

乳幼児の健康の確保

29.7

職業生活と

家庭生活の

両立の支援

27.4

（単位：％）

（注）今回の調査では、「産前産後における育児や家事などの支援の充実」を選択肢として追加し

ている。

また、平成 21 年度調査以降は選択可能数が５つまで、平成 19 年度調査では選択可能数が３

つまでとしていた。
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【属性別】

性別で見ると、女性では「放課後児童クラブ（留守家庭児童クラブ）の充実」（45.7％）で 18.0

ポイント、「延長保育、休日保育など、保育サービスの充実」（59.1％）で 5.1 ポイントそれぞれ

男性よりも高い。男性では、「幼稚園の預かり保育（教育時間外・長期休業保育）の充実」（52.9％）

が女性よりも 5.2 ポイント高くなっている。

年齢別で見ると、49 歳以下では「子ども医療費助成制度の充実」が、５割を超えて高くなっ

ている。

表４－３－２ 子どもを産み育てられる環境－性別、年齢別

(単位：％)

産
前
産
後
に
お
け
る

育
児
や
家
事
な
ど
の
支
援
の
充
実

延
長
保
育
、
休
日
保
育
な
ど
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

親
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
や
機
会
の
提
供

健
康
相
談
な
ど
を
通
じ
た

母
親
や
乳
幼
児
の
健
康
の
確
保

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
充
実

父
親
の
育
児
参
加
に
関
す
る
意
識
啓
発

事
業
主
等
へ
の
仕
事
と
育
児
の

両
立
支
援
に
関
す
る
意
識
啓
発

子
育
て
相
談
体
制
の
充
実

子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
自
主
グ
ル
ー
プ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
育
成

サ
ロ
ン
（
児
童
館
等
に
お
け
る

子
育
て
支
援
活
動
）
の
充
実

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
会
員
相
互
に
よ
る
育
児
の
援
助
活
動
）
の
充
実

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
）
の
充
実

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
も
み
じ
の
手
」
の
充
実

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

(

教
育
時
間
外
・
長
期
休
業
保
育)

の
充
実

そ
の
他

無
回
答

全体

(n=1,270)
44.6 56.7 17.9 25.2 49.7 21.3 36.5 21.3 8.6 7.4 8.8 37.8 10.2 49.9 5.3 7.5

男性

(n=556)
47.1 54.0 18.0 27.7 48.4 20.1 38.8 22.1 10.3 7.6 7.4 27.7 12.2 52.9 5.4 7.0

女性

(n=685)
42.5 59.1 17.2 22.8 50.9 21.9 34.7 20.3 7.3 7.2 9.6 45.7 8.0 47.7 5.3 8.0

20 歳未満

(n= 15)
46.7 80.0 26.7 20.0 53.3 26.7 0.0 26.7 0.0 0.0 6.7 40.0 6.7 60.0 0.0 13.3

20～29 歳

(n=100)
58.0 69.0 23.0 22.0 57.0 28.0 36.0 16.0 11.0 5.0 9.0 32.0 6.0 63.0 2.0 0.0

30～39 歳

(n=185)
47.0 62.7 30.8 21.6 54.1 20.5 35.7 18.9 7.6 5.9 8.1 40.5 6.5 48.6 8.6 1.6

40～49 歳

(n=191)
44.0 59.7 15.2 20.9 59.7 20.9 30.4 15.2 4.7 7.9 11.0 45.5 6.8 58.6 8.4 3.1

50～59 歳

(n=186)
41.4 64.5 16.7 23.7 44.6 19.9 41.4 24.2 8.6 8.1 9.1 39.2 11.8 47.8 7.0 4.3

60～69 歳

(n=310)
43.5 56.5 15.5 28.1 48.7 18.4 43.5 25.5 11.0 10.0 7.7 39.0 11.9 52.3 2.6 7.4

70～79 歳

(n=190)
39.5 42.6 12.1 29.5 41.1 23.2 33.7 18.4 9.5 5.3 11.1 33.2 13.2 36.8 3.7 18.9

80 歳以上

(n= 76)
48.7 27.6 9.2 30.3 42.1 22.4 30.3 28.9 6.6 5.3 5.3 17.1 11.8 40.8 5.3 22.4


